
　令和３年４月１日に地方独立行政法人埼玉県立病院機構が設立され、埼玉県立精神医療センターも
新たな歩みを始めました。
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長尾眞理子病院長あいさつ
　病院長の長尾眞理子です。埼玉県立精神医療センターは平成２年の開設以来、県内全域を対象に精
神科救急や依存症、児童思春期など高度専門医療を提供して参りました。このたび、循環器・呼吸器
病センター、がんセンター、小児医療センターとともに地方独立行政法人化し、組織管理や人材確保、
財務面などで県の規定に縛られない、柔軟で弾力的な運営が可能となりました。法人は令和３年度か
ら５年間の中期目標として「高度専門・政策医療の持続的提供と地域医療への貢献」を掲げており、
当センターも「断らない救急」をスローガンに地域医療との連携を強化し、精神障害にも対応した地
域包括ケアシステムの構築に寄与して行きたいと考えています。
　今後も、当センターの強みである多職種チーム医療を生かし、職員一丸となって埼玉県の精神科医
療に貢献して参ります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

築地良和事務局長あいさつ
　４月１日付けで事務局長に就任いたしました築地良和です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
病院での勤務は初めてなため、入社１年目の社員のごとく、日々、新鮮な気持ちで業務と向き合って
います。このたび、埼玉県立病院は地方独立行政法人として新たなスタートをきりました。当センター
は他の県立病院に比べると規模は小さいですが、だからこそ、地方独立行政法人の特長を生かし、こ
れまで以上に社会情勢の変化に柔軟に対応した病院運営ができるものと考えています。
　病院長のもと、風通しの良い職場環境をつくり、すべての職種が一丸となって地域の皆様から信頼
される良質な医療の提供に努めてまいります。
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　４月１日付で副病院長に就任しました黒木規臣（くろき　のりおみ）です。独立行政法人化すると
いう節目の日に新たな門出ということとなりました。よろしくお願いいたします。
　私にとっても、医師となって、精神科医となって30年という節目の年であります。この節目を地
方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センターで迎えられることをうれしく思います。
これまで様々なところで色んな形で精神医療に携わってまいりました。こちらは独法化という変革の
時ではありますが、これまでに仕事をしてきた中では、最も歴史の浅い、若い病院でもあります。そ
れだけに、古いものに縛られることなく動いていけることは強みでもあると思っております。県立の
精神科、改め県立病院機構の精神科センターとして何をやるべきか、持続可能な形は何か、考えなが
ら、微力ではありますが、埼玉県の精神医療に貢献していきたいと思っております。
　久しぶりではありますが、埼玉県で仕事をする機会をいただきました。埼玉医科大学病院で５年間
仕事をさせていただいて以来です。同じ埼玉でもかなり場所が離れているようで、こちらで耳にする
地名は以前のものとは違うようです。「まだ地理が分からなくて」と言っている場合ではないので、
こちらも急ピッチで学びながら邁進していきたいと思っております。
　病院職員とともに、「みなから信頼されるセンター」のため、努力してまいります。

　当センターは原則として、地域の医療機関からご紹介いただいた患者さんを診療している紹介予約
制の病院です。診療をご希望される場合には、電話で診療予約をしてください。
受付時間：�月曜日～金曜日（祝祭日、12月29日～１月３日は除く）午前９時～午後５時
初診予約専用電話：048-723-6803
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3. 初診予約のご案内

4. お知らせ～ドメインの変更について～
　地方独立行政法人埼玉県立病院機構への移行に伴い、ドメイン
が変更となっております。
 新：○○○○○＠saitama-pho.jp
（旧：○○○○○＠pref.saitama.lg.jp）
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福山康恵副病院長兼看護部長あいさつ
　４月１日付で副病院長兼看護部長に就任しました。医師の副病院長職が成瀬暢也副病院長と黒木規
臣副病院長の２名体制となり、心強く感じるとともに、日々責任の重さを感じています。幹部職員と
して看護部の統括のみならず、センター内の連携が深められるように努めてまいります。
　看護部のスローガンは『UNLESS ACTION』です。看護者ひとりひとりが現場でアクションを起
こす―行動する―ということを大事にして、人権を尊重した安全、安心な信頼される看護の提供に努
め、看護部の力を病院のさらなる発展に役立てていきたいと思います。
　今後も微力ながら精一杯努力してまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。


